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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、前記表示パネルの周囲の空気を清浄にするために正イオンおよび負イオ
ンを発生するイオン発生装置とを有する表示装置であって、前記正イオンおよび前記負イ
オンを前記表示装置内の熱源からの放熱による空気の流れを利用して所定の位置に移送す
るように構成されている、表示装置。
【請求項２】
　前記正イオンはＨ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）を含み、
前記負イオンはＯ2

-（Ｈ2Ｏ）n（ｎは任意の自然数）を含み、前記正イオンと前記負イオ
ンとが反応してＨ2Ｏ2またはＯＨラジカルを生成する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記イオン発生装置は、雰囲気中の水を電離することによって、前記正イオンおよび前
記負イオンを発生する、請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記イオン発生装置は、放電によって雰囲気中の水を電離する、請求項３に記載の表示
装置。
【請求項５】
　前記正イオンおよび前記負イオンはそれぞれ酸素分子イオンのクラスタを含む、請求項
１に記載の表示装置。
【請求項６】
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　前記正イオンおよび前記負イオンは、前記表示パネルの表示面に供給される、請求項１
から５のいずれかに記載の表示装置。
【請求項７】
　前記正イオンおよび前記負イオンは、使用者の頭上に供給される、請求項１から６のい
ずれかに記載の表示装置。
【請求項８】
　前記イオン発生装置は、前記表示パネルのＯＮ／ＯＦＦ動作と連動してＯＮ／ＯＦＦ動
作し得る請求項１から７のいずれかに記載の表示装置。
【請求項９】
　前記イオン発生装置は、前記表示パネルのＯＮ／ＯＦＦ動作と独立してＯＮ／ＯＦＦ動
作し得る請求項１から７のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記イオン発生装置は、前記表示パネルのＯＮ／ＯＦＦ動作と連動して動作する第１動
作モードと、前記表示パネルのＯＮ／ＯＦＦ動作と独立してＯＮ／ＯＦＦ動作する第２動
作モードとが切り替えられる、請求項１から９のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１１】
　雰囲気ガスを定量分析する環境分析素子をさらに有し、前記表示パネルは、前記環境分
析素子から出力される分析結果を表示することができる請求項１から１０のいずれかに記
載の表示装置。
【請求項１２】
　前記分析結果を表示するインジケータを有する請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記イオン発生装置は、前記正イオンと前記負イオンとの発生比率を変化させることが
できる、請求項１から１２のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記イオン発生装置は、前記正イオンよりも前記負イオンを多く発生させるリフレッシ
ュモードで動作することができるとともに、
　前記表示パネルは前記イオン発生装置が前記リフレッシュモードで動作している間は環
境映像を表示する、請求項１から１３のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記表示パネルは、液晶表示パネル、プラズマ表示パネルおよびＥＬ表示パネルからな
る群から選択される請求項１から１４のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１６】
　表示パネルと、前記表示パネルに表示すべきデータを供給する回路を含む制御装置と、
前記表示パネルの周囲の空気を清浄にするために正イオンおよび負イオンを発生するイオ
ン発生装置とを有する電子装置であって、前記正イオンおよび前記負イオンを前記電子装
置内の熱源からの放熱による空気の流れを利用して所定の位置に移送するように構成され
ている、電子装置。
【請求項１７】
　前記正イオンはＨ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）を含み、前記負イオンはＯ2

-（Ｈ2

Ｏ）n（ｎは任意の自然数）を含み、前記正イオンと前記負イオンとが反応してＨ2Ｏ2ま
たはＯＨラジカルを生成する、請求項１６に記載の電子装置。
【請求項１８】
　前記イオン発生装置は、雰囲気中の水を電離することによって、前記正イオンおよび前
記負イオンを発生する、請求項１６または１７に記載の電子装置。
【請求項１９】
　前記イオン発生装置は、放電によって雰囲気中の水を電離する、請求項１８に記載の電
子装置。
【請求項２０】
　前記正イオンおよび前記負イオンは酸素分子イオンを含む、請求項１６に記載の電子装
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置。
【請求項２１】
　前記正イオンおよび前記負イオンは前記表示パネルの表示面に供給される、請求項１６
から２０のいずれかに記載の電子装置。
【請求項２２】
　前記正イオンおよび前記負イオンは使用者の頭上に供給される、請求項１６から２１の
いずれかに記載の電子装置。
【請求項２３】
　使用者によって情報が入力される入力装置をさらに有し、前記正イオンおよび前記負イ
オンは、前記入力装置にも供給される、請求項１６から２２のいずれかに記載の電子装置
。
【請求項２４】
　前記入力装置は、前記表示パネルと一体に形成されたタッチパネルである請求項２３に
記載の電子装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示装置および電子装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
１９９０年以降、液晶表示装置（ＬＣＤ）、プラズマ表示装置（ＰＤＰ）、ＥＬ表示装置
といったフラットパネル表示装置（ＦＰＤ）の開発が活発に行なわれている。これらの表
示装置は、特徴である省スペース性を活かしながら、近年では、ＡＶ用やＯＡ用、医療画
像用、各種情報提供用として、住宅やオフィスのほか病院施設、レストランやホテルなど
の公共施設などへの設置が急速に進んでいる。
【０００３】
また、タッチパネル方式のＡＴＭ装置や案内装置に代表されるように、表示した情報に応
答する形式でユーザが情報を入力する、あるいは、ユーザの入力情報に応答して情報を表
示する機能を備えた電子装置や、あるいは公共施設などの案内板として用いられる表示装
置が普及している。
【０００４】
一方、近年、居住環境の高気密化に伴う空気環境の汚染は、例えば、アレルギーや喘息の
患者の増加を引き起こし、人々の健康に大変深刻な影響を与えている。このため、人体に
有害な空気中の浮遊物（微生物や悪臭の原因になる有機物質など）を取り除き、健康で快
適な生活を送りたいという要望が強くなっている。また、当然ながら、病院施設内の病室
、診断室、手術室においては、このような要望は一層強い。
【０００５】
これらの要望に応えるため、屋内や貯蔵室内等の汚染物質を空気ともに吸引し、各種のフ
ィルタにより吸着または分解して除去する空気清浄機、空気調和機などの空調装置が開発
されている。しかしながら、これらの空調装置は、長期の使用によりフィルタの交換等の
メンテナンスが不可欠であり、しかも、フィルタの特性が充分でないため、満足のいく性
能が得られていない。
【０００６】
これに対し、イオン発生装置を用いて、空気中のイオン濃度を増加させる空調装置も開発
されている。しかし、これまでに市販されていた空調装置は負イオンのみを発生させるも
のであり、人間をリラックスさせる効果はある程度期待できるものの、例えば空気中の浮
遊菌の積極的な除去についてはほとんど効果が認められていない。
【０００７】
また、特許文献１には、空気清浄機能付き表示装置が開示されているが、集塵埃機能を有
するだけで、空気中の浮遊菌を除去することはできない。
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【０００８】
【特許文献１】
特開平１１－３１６５５０号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
これまで、表示装置や表示装置を備えた電子装置（ＡＴＭやパソコンなど）については、
利用者の健康を配慮した機能が付加されたものは開発されていなかった。例えば、医療現
場で用いられる表示装置では、殺菌のために表示面をアルコールで消毒する習慣も見られ
、これは、表示装置の衛生管理に人手が掛かるというだけでなく、表示装置に不良を発生
させる原因となる場合もあった。
【００１０】
本発明は、上記の諸点に鑑みてなされたものであり、利用者の健康に配慮した機能（例え
ば、空気清浄機能や殺菌機能）を有する表示装置および電子装置を提供することを目的と
する。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明による表示装置は、表示パネルと、正イオンおよび負イオンを発生するイオン発生
装置とを有することを特徴とする。正イオンおよび負イオンは、クラスタイオンであるこ
とが好ましい。本発明による表示装置は、正イオンおよび負イオンの働きにより、表示面
および表示装置の周囲の空気中の微生物を死滅させたり有害な有機物質（悪臭のもと又は
環境ホルモンなど）を分解・除去する。なお、微生物とは、細菌（または生菌）、真菌お
よびウィルスを含む。微生物を死滅させることを単に殺菌と呼ぶこともある。
【００１２】
前記正イオンはＨ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）を含み、前記負イオンはＯ2

-（Ｈ2Ｏ
）n（ｎは任意の自然数）を含み、前記正イオンと前記負イオンとが反応してＨ2Ｏ2（過
酸化水素分子）またはＯＨラジカル（「・ＯＨ」と表記することもある）を生成すること
が好ましい。
【００１３】
ある好ましい実施形態において、前記イオン発生装置は、雰囲気中の水を電離することに
よって、前記正イオンおよび前記負イオンを発生する。
【００１４】
前記イオン発生装置は、放電によって雰囲気中の水を電離する構成を採用することができ
る。放電は例えば高周波によるプラズマ放電を利用することができる。
【００１５】
前記正イオンおよび前記負イオンはそれぞれ酸素分子イオンのクラスタを含んでもよい。
酸素分子イオンのクラスタは例えば空気中でコロナ放電を起こすことによって生成するこ
とができる。
【００１６】
前記正イオンおよび前記負イオンは、前記表示パネルの表示面に供給されることが好まし
い。また、前記正イオンおよび前記負イオンは、使用者の頭上に供給されることが好まし
い。前記正イオンおよび前記負イオンが前記表示パネルおよび使用者の頭上の両方に供給
される構成としてもよい。
【００１７】
流気を発生させる機構をさらに有し、前記正イオンおよび前記負イオンは前記流気によっ
て移送される構成としてもよい。前記流気を発生させる機構として、ファンを用いてもよ
いし、熱源からの放熱による対流を利用する機構を用いても良い。例えばＰＤＰやプロジ
ェクタのように、表示装置が放熱ファンを有する場合は、イオンを移送するためのファン
を別途設ける必要は無く、放熱ファンを利用することができる。
【００１８】
前記イオン発生装置が前記表示パネルのＯＮ／ＯＦＦ動作と連動してＯＮ／ＯＦＦ動作す
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るように構成しても良いし、あるいは、前記表示パネルのＯＮ／ＯＦＦ動作と独立してＯ
Ｎ／ＯＦＦ動作するように構成してもよい。勿論、前記イオン発生装置は、前記表示パネ
ルのＯＮ／ＯＦＦ動作と連動して動作する第１動作モードと、前記表示パネルのＯＮ／Ｏ
ＦＦ動作と独立してＯＮ／ＯＦＦ動作する第２動作モードとが切り替えられる構成として
もよい。
【００１９】
雰囲気ガスを定量分析する環境分析素子をさらに有し、前記表示パネルは、前記環境分析
素子から出力される分析結果を表示することができる構成としてもよい。あるいは、前記
分析結果を表示するインジケータを別途設けても良い。
【００２０】
前記イオン発生装置は、前記正イオンと前記負イオンとの発生比率を変化させることがで
きる構成とすることができる。
【００２１】
前記イオン発生装置は、前記正イオンよりも前記負イオンを多く発生させるリフレッシュ
モードで動作することができとともに、前記表示パネルは前記イオン発生装置が前記リフ
レッシュモードで動作している間は環境映像を表示する構成としてもよい。
【００２２】
前記表示パネルは、液晶表示パネル、プラズマ表示パネルおよびＥＬ表示パネルからなる
群から選択され得る。
【００２３】
本発明による電子装置は、表示パネルと、前記表示パネルに表示すべきデータを供給する
回路を含む制御装置と、正イオンおよび負イオンを発生するイオン発生装置とを有し、前
記正イオンおよび負イオンが前記表示パネルに供給されることを特徴とする。すなわち、
イオン発生装置は、表示パネルと一体に設けられる必要は無い。
【００２４】
前記正イオンはＨ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）を含み、前記負イオンはＯ2

-（Ｈ2Ｏ
）n（ｎは任意の自然数）を含み、前記正イオンと前記負イオンとが反応してＨ2Ｏ2また
はＯＨラジカルを生成することが好ましい。
【００２５】
ある好ましい実施形態において、前記イオン発生装置は、雰囲気中の水を電離することに
よって、前記正イオンおよび前記負イオンを発生する。
【００２６】
前記イオン発生装置は、放電によって雰囲気中の水を電離する構成を採用することができ
る。放電は例えば高周波によるプラズマ放電を利用することができる。
【００２７】
前記正イオンおよび前記負イオンはそれぞれ酸素分子イオンのクラスタを含んでもよい。
酸素分子イオンのクラスタは例えば空気中でコロナ放電を起こすことによって生成するこ
とができる。
【００２８】
前記正イオンおよび前記負イオンは前記表示パネルに供給されることが好ましい。前記正
イオンおよび前記負イオンは使用者の頭上に供給されることが好ましい。前記正イオンお
よび前記負イオンが前記表示パネルおよび使用者の頭上の両方に供給される構成としても
よい。
【００２９】
ある実施形態において、電子装置は、流気を発生させる機構をさらに有し、前記正イオン
および前記負イオンは前記流気によって移送される。
【００３０】
ある実施形態において、前記制御装置および前記イオン発生装置を収容する筐体を有し、
前記流気を発生させる機構は前記筐体内に設けられている。
【００３１】
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前記流気を発生させる機構として、ファンを用いてもよいし、熱源からの放熱による対流
を利用する機構を用いても良い。前記ファンは制御装置の放熱ファンを兼ねることができ
る。
【００３２】
使用者によって情報が入力される入力装置をさらに有し、前記正イオンおよび前記負イオ
ンは、前記入力装置にも供給されることが好ましい。ある好ましい実施形態において、前
記入力装置は、前記表示パネルと一体に形成されたタッチパネルである。
【００３３】
イオン発生装置を有する電子装置は、表示装置を有しないものであっても良い。表示パネ
ルに代えて、例えば、ガラス窓や半透明な太陽電池パネルなどに正イオンおよび負イオン
を供給する構成としてもよい。さらには、使用者が手で触れる、あるいは口を近づけて音
声で入力する装置、特に公共施設に設置される電子装置の入力装置に、正イオンおよび負
イオンを供給する構成としてもよい。このような構成を採用することによって、電子装置
の周辺の空気や入力装置の表面を清浄化を清浄化（殺菌や消臭など）することができる。
【００３４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態の表示装置および表示装置を備える電子装
置の構成と機能を説明するが、本発明は以下の実施形態に限定されるものではない。
【００３５】
図１は、本発明によるイオン発生装置を備えた表示装置の構成を模式的に示す断面図であ
る。
【００３６】
表示装置１０は、表示パネル１２と、イオン発生装置１４と、ファン１６とを有している
。表示パネル１０は、例えば、ＰＤＰであり、ファン１６はＰＤＰ用の放熱ファンである
。イオン発生装置１４は、正イオンおよび負イオンを発生し、これらの正イオンおよび負
イオンはファン１６によって発生される流気によって移送され、ノズル１８を介して表示
パネル１０の表示面に供給される。表示装置１０の大きさ等によっては、ファン１６によ
って生成される流気の一部はそのまま背面から排出されても良い。この場合、イオン発生
装置１４から発生したクラスタイオンが一緒に排出されるように構成することが好ましい
。イオン発生装置１４を複数設けても良いし、排出経路を制限する構造を設けても良い。
また、表示装置を動作させていない期間にも、イオン発生装置１４（およびファン１６）
だけを動作させるようにしても良い。
【００３７】
まず、本発明の実施形態の表示装置および表示装置を備えた電子装置に好適に用いられる
イオン発生装置の構成とその動作を説明する。イオン発生装置としては、本願出願人によ
る特願２００１－１４８８０９号、野島他、第１０回インテリジェント材料シンポジウム
講演要旨集、ｐ．５６～ｐ．５７（２００１．３．１５）、西川他、平成１２年電気学会
、基礎・材料・共通部門大会、講演要旨集ｐ．２２９～ｐ．２３４（２０００）に記載さ
れているものを好適に用いることができる。
【００３８】
図２は、イオン発生装置１４の構成を模式的に示す断面図である。イオン発生装置１４は
、一方の端部が閉じられた円筒形の誘電体であるガラス管２１と、ガラス管２１の外周面
に沿って設けられた接地電極２３と、ガラス管２１の内周面に沿って設けられた印加電極
２２とを備えており、印加電極２２には高周波回路４が接続されている。
【００３９】
ガラス管２１は、例えば厚さ１ｍｍのパイレックス（登録商標）であり、接地電極２３お
よび印加電極２２は、多数の貫通孔を有する電極であり、例えばメッシュ状のＳＵＳ３０
４シートを用いることができる。
【００４０】
接地電極２３を接地電位として、印加電極２２には高周波回路４により交流電圧（電圧：
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１ｋＶ～３ｋＶ、周波数：数ｋＨｚから数十ｋＨｚ）が印加される。印加電極２２に交流
高電圧を印加すると、メッシュ状の接地電極２３の端面が強電界になる。このため、接地
電極２３からプラズマ放電が起こり、空気中の水分子（および酸素分子）が電離され、正
イオンおよび負イオンが生成される。
【００４１】
例えば、交流電圧として、周波数を１５ｋＨｚ、実効値を１．１ｋＶおよび１．４ｋＶと
したとき、ガラス管２１の周面から２０ｃｍの位置で、約２００，０００～４００，００
０個／ｃｍ3の正イオンと負イオンが同時に測定された。イオン濃度の測定装置には、（
株）ダン科学製空気イオンカウンタ（型番８３－１００１Ｂ）を用いた。また、上記の結
果は、移動度が１ｃｍ2／ｓｅｃ以上の小イオンについて求めたものであり（以下の実験
についても同じ）、ガラス管２１の周面から遠ざかるにつれて低下する。
【００４２】
プラズマ放電により空気中の水分子が電離することによって生成した水素イオン（Ｈ+）
は、図３（ａ）に示すように、溶媒和エネルギーにより空気中の水分子とクラスタリング
を形成して、組成式：Ｈ+（Ｈ2Ｏ）mで表される正クラスタイオンを形成する。また、プ
ラズマ放電により空気中の酸素分子または水分子が電離することによって生成された酸素
イオン（Ｏ2

-）は、図３（ｂ）に示すように、溶媒和エネルギーにより空気中の水分子と
クラスタリングを形成して、組成式：Ｏ2

-（Ｈ2Ｏ）nで表される負クラスタイオンを形成
する。なお、ｍおよびｎはそれぞれ任意の自然数を表す。
【００４３】
この正および負クラスイオン（これらを総称して「両性クラスタイオン」と称することも
ある。）は、以下に示すメカニズムより殺菌作用（および有害有機物質の分解作用）を示
す。この作用は、いずれか一方の極性のイオン（クラスタイオン）では得られず、両極性
のクラスタイオンが共存するときに得られ、両極性のクラスタイオンの数が同程度のとき
に最も顕著に表れる。
【００４４】
図４に示すように、表示パネルの表示面および居住空間に送出された正負イオンは、表示
面および空気中に浮遊している菌を取り囲む。両性のクラスタイオンは菌の表面で、下記
の式（１）～式（３）に示す化学反応によって、活性種である過酸化水素（Ｈ2Ｏ2）また
は水酸基ラジカル（・ＯＨ）を生成する。ここで、式（１）～式（３）において、ｍ、ｍ
'、ｎ、ｎ'は任意の自然数である。この活性種の分解作用によって、殺菌される。
【００４５】
H+(H2O)m+O2

-(H2O)n→・OH+1/2O2+(m+n)H2O　　　　　　　・・・（１）
【００４６】
H+(H2O)m+H

+(H2O)m'+O2
-(H2O)n+O2

-(H2O)n'
→ 2・OH+O2+(m+m'+n+n')H2O　・・・（２）
【００４７】
H+(H2O)m+H

+(H2O)m'+O2
-(H2O)n+O2

-(H2O)n'
→ H2O2+O2+(m+m'+n+n')H2O　・・・（３）
【００４８】
上記イオン発生装置１４によって発生した両性クラスタイオンを表示装置に取り付けたフ
ァン等によって十分に排出させると、例えば、図５に示すように、空気中の菌を殺菌する
ことができる。図５から分かるように、１時間で約９０％の菌を殺菌することができる。
この結果は、細菌（例えば大腸菌）および真菌についてほぼ同様であった。なお、雰囲気
温度は２５℃で、相対湿度４２％とし、ここでは、菌の濃度は、ドイツＢｉｏｔｅｓｔ社
製ＲＣＳエアサンプラーを用いて測定した。
【００４９】
両性クラスタイオンは殺菌作用だけでなく、下記の表１に示すように、居住空間に存在す
る種々の有害有機物質を分解し、無害化することができる。なお、ガスの種類によってそ
の効果は異なり、完全に分解できないものもある。
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【００５０】
【表１】

【００５１】
図６に、他のイオン発生装置１４ａの断面構造を模式的に示す。図６に示したイオン発生
装置１４ａは、円筒形の誘電体であるガラス管１と、ガラス管１の外周面に沿って設けら
れた接地電極２と、ガラス管１の内周面に沿って設けられた印加電極３とを有している。
【００５２】
ガラス管１は、例えば、内径１０ｍｍ、厚さ１．３ｍｍ、長さ１５０ｍｍのパイレックス
管である。接地電極２は、例えば、線径０．２３ｍｍ、目開き数３０メッシュ、長さ１０
０ｍｍのメッシュ状のＳＵＳ３０４シートを用いることができる。印加電極３は、例えば
、厚さ０．８ｍｍ、長さ８０ｍｍの板状のＳＵＳ３０４で形成されている。
【００５３】
接地電極２と印加電極３との間には高周波回路４が接続されており、高周波回路４により
印加電極３に交流電圧を印加することによって、接地電極２からプラズマ放電が起こり、
上記と同様に、両性のクラスタイオンを発生することができる。
【００５４】
例えば、高周波回路４により、印加電極３に、周波数が２２ｋＨｚで、実効電圧を１．３
ｋＶから１．８ｋＶに可変して印加し、イオン発生装置１４ａの周面から１０ｃｍの位置
のイオン濃度を測定した。イオン発生装置１４ａに対してイオン濃度測定装置と反対側に
は送風機を設置し、風速３ｍ／ｓｅｃで送風して測定を行なった。
【００５５】
イオン濃度を測定した結果、印加電極３に電圧を印加しないときは、正イオンおよび負イ
オンのイオン濃度はそれぞれ約３００個／ｃｍ3であった。印加する交流電圧を増加して
１．５２ｋＶ以上になると、イオン発生装置１４ａからのイオンの発生が明確に確認され
た。印加する電圧が１．６ｋＶでそれぞれ約１０，０００個／ｃｍ3以上、１．８ｋＶで
それぞれ約３００，０００個／ｃｍ3以上となり、印加する電圧の増加に伴ってイオン濃
度が上昇することが確認された。また、浮遊菌に対する十分な殺菌効果を得るためには、
イオン濃度が約１０，０００個／ｃｍ3以上であることが好ましいことがわかった。
【００５６】
図７に示すイオン発生装置１４ｂを用いることもできる。イオン発生装置１４ｂは、平板
状の誘電体であるガラス板２１ａと、ガラス板２１ａを間に互いに対向するように配置さ
れた接地電極２３ａと印加電極２２ａとを有している。ガラス板２１ａは、例えば厚さ３
ｍｍのパイレックス板であり、接地電極２３ａおよび印加電極２２ａはメッシュ状のステ
ンレス（ＳＵＳ３０４）シートから形成される。接地電極２３ａを接地電位として、印加
電極２２ａに高周波回路４から交流電圧を印加することによって、接地電極２３ａからプ
ラズマ放電が起こり、上記と同様に、両性のクラスタイオンを発生することができる。
【００５７】
例えば、周波数２０ｋＨｚ、実効値３ｋＶの交流電圧を印加した際には、イオン発生装置
１４ａのガラス板２１ａの表面から１０ｍｍの位置で、約６０，０００～７０，０００個
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／ｃｍ3の正イオンと負イオンが同時に測定された。
【００５８】
イオン発生装置１４ｂは、平板状の誘電体（ガラス板２１ａ）を用いているので、図２お
よび図６に示したイオン発生装置１４および１４ａに比べて、接地電極２３ａおよび印加
電極２２ａの形成やメンテナンスを容易にすることができる利点がある。また、接地電極
２３ａおよび印加電極２２ａと誘電体との密着性がよくなるため、イオン発生装置の信頼
性を向上させることができる。
【００５９】
上述したイオン発生装置は、表示装置や電子装置の大きさや用途に応じて、その大きさや
動作条件（印加電圧および／または周波数）を設定すればよい。大型のＰＤＰ、プロジェ
クタやＣＲＴなどでは、ファンを用いてクラスタイオンを積極的に排出、拡散させること
によって、表示面の表面やその近傍だけだけでなく、表示装置の周囲の空気を十分に清浄
化することができる。
【００６０】
また、パーソナルコンピュータ用の表示装置や、液晶テレビなどは、１つの居住空間に多
数配置され利用されることが多く、このような場合には、個々の表示装置の空気清浄機能
が低くとも、全体として、その居住空間の空気を十分に清浄化することも可能である。
【００６１】
このように、本発明の実施形態による表示装置や電子装置は、表示面、およびその近傍や
周辺の空気を清浄にする機能を備えているので、表示装置を清浄に保つとともに、その周
辺の空気を清浄化することができる。従って、特に、病院施設のように菌や有害物質を除
去するニーズが高い場所で利用される表示装置や電子装置として好適に利用され得る。
【００６２】
さらに、上述のイオン発生装置が発生するクラスタイオンは、空気清浄機能に加えて、除
電機能を有する。従来のＣＲＴのように、表示パネルの表面は静電気によって帯電しやす
く、その結果、埃や化学物質を静電吸着するという問題がしばしば発生する。クラスタイ
オンを表示パネルに供給することによって、表示面の帯電を防止（除電）することができ
るとともに、表示面の近傍に浮遊している有機物質を除去することができるので，表示面
への有機物質の付着を防ぐことができる。従って、表示面を清浄に保つことができるので
、表示装置のメンテナンス作業を簡略化し、不良の発生要因を低減することができる。
【００６３】
また、負イオンは人間をリラックスさせる効果を有していることが知られている。上述の
イオン発生装置は、印加電圧の周波数によって、正イオンと負イオンとの発生比率を変え
ることができる。
【００６４】
例えば、図２または図６に示した円筒型イオン発生装置を用いて、２つの周波数：１６．
８ｋＨｚおよび２５．８ｋＨｚについて、印加電圧を変えて、発生したイオン濃度を調べ
た結果を図８に示す。
【００６５】
図８から明らかなように、印加電圧（実効値）が２ｋＶ以上であると、周波数に依存せず
、正負ほぼ同量のイオンが発生するのに対し、印加電圧が２ｋＶ未満のときには、周波数
が１６．８ｋＨｚとすると、正イオンよりも負イオンが多く発生する。
【００６６】
この現象を利用して、清浄化効果を得たい状況下では、正負両方のイオンを多く発生させ
るように動作させ、清浄化効果よりもリフレッシュ効果を得たい状況下では、負イオンを
多く発生させるように動作させることができる。
【００６７】
この動作の切替えは、利用者によって任意に行なっても良いし、表示装置または電子装置
に雰囲気ガスを定量分析する環境分析素子を設け、この環境分析素子からの分析結果に基
づいて自動的に切り替わるようにしてもよい。また、表示装置に環境分析素子の分析結果
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を表示させる構成としてもよい。勿論、分析結果を表示するインジケータを別途設けても
良い。また、例えば、パーソナルコンピュータのような電子装置にイオン発生装置を設け
た場合には、別途設けた分析素子からの分析結果を通信によって受け取り、その結果に基
づいて、イオン発生装置の動作を制御する構成を採用しても良い。
【００６８】
なお、イオン発生装置がオゾンを発生することがあり、このオゾン発生量が多いと人体に
悪影響を及ぼすことがある。これを防止するために、イオン発生装置の近傍あるいは排出
口付近にオゾンセンサを設け、オゾンの発生量を所定値以下に調整するように、イオン発
生装置の動作を制御することが好ましい（例えば、上記特願２００１－１４８８０９号参
照）。
【００６９】
さらに、パーソナルコンピュータ用の表示装置のように、その装置が利用されていない期
間も動作している表示装置においては、イオン発生装置の動作がリフレッシュモードに切
り替わるのに応じて、環境映像を表示するように構成してもよい。このとき、環境映像（
森林の映像や特殊映像）に合せて、環境音楽や環境音声（川のせせらぎや野鳥の声）など
を流すようにしても良い。勿論、利用者によって予め登録された任意の映像や音を再生す
るようにしてもよい。表示装置の動作の切替えは、イオン発生装置の動作と連動させても
よいし、独立させてもよい。さらに、連動モードと独立モードを利用者が切り替える構成
としても良い。これらの動作モードを切り替えるための電気回路には、公知の種々の回路
を用いることができる。
【００７０】
次に、イオン発生装置を備えた表示装置および表示装置を備えた電子装置の具体例を示す
。
【００７１】
図９（ａ）および（ｂ）は、それぞれ本実施形態の液晶表示装置３０および３０'を模式
的に示す。
【００７２】
図９（ａ）に示した液晶表示装置３０は液晶パネル３２とイオン発生装置（不図示）とを
備えている。表示パネル３２が有するバックライトの熱によって発生する流気を利用して
、イオン発生装置から発生した両極性クラスタイオンをノズル３８を介して、表示面に供
給する。勿論、液晶パネル３２の背面にファンを設けて、積極的に流気を生成しても良い
。
【００７３】
図９（ｂ）に示した液晶表示装置３０'は、表示面の下部にスリット３８'を有しており、
ここらから両極性クラスタイオンを表示面に供給する。クラスタイオンは、表示面の熱に
よる気流によって表示面の上方に拡散する。
【００７４】
勿論、液晶表示装置に限られず、有機ＥＬ表示装置やＦＥＤ表示装置など種々の表示装置
に用いることができる。なお、液晶表示装置にイオン発生装置を設けると、バックライト
用の電源装置を僅かに改変するだけで、イオン発生装置用の電圧を生成できるという利点
がある。
【００７５】
図１０は、本実施形態による電子装置の一例である、ノート型のパーソナルコンピュータ
４０を模式的に示す。
【００７６】
パーソナルコンピュータ４０は、表示パネル（表示装置）４２と、表示パネル４２に表示
すべきデータを供給する回路を含む制御装置（パーソナルコンピュータ本体）５２とを有
している。制御装置５２の筐体の中にイオン発生装置が収納されている。制御装置５２の
内部に設けられたファン（不図示）によって生成された流気を利用して、両極性クラスタ
イオンがノズル５８から表示パネル４２に供給される構成を有している。
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【００７７】
図１１に示すノート型のパーソナルコンピュータ４０’は、表示パネル（表示装置）４２
の上部にイオン送風口５９が設けられており、そこから両極性クラスタイオンの流気（風
）が上前面に噴出されるようになっている。流気がパーソナルコンピュータ４０’の使用
者の顔に直接かかると、使用者は眼が乾くなどの不快感を得るため、意図的に使用者の頭
上に両極性クラスタイオンが供給されるように流気を生成することが好ましい。なお、頭
上に両極性クラスタイオンが供給されても、十分な量の両極性クラスタイオンを供給すれ
ば、使用者の周辺に自然に降下し、使用者の周辺を効果的に清浄化することができる。
【００７８】
なお、イオン送風口５９から両極性クラスタイオンを効果的に噴出するために、更にファ
ンなどの流気発生装置を設けても良い。また、イオン送風口５９から十分な量の両極性ク
ラスタイオンを表示パネル４２に供給できる場合等においては、ノズル５８を省略しても
よい。
【００７９】
図１２は、表示装置（表示パネル）６２を備えるＡＴＭ６０を模式的に示している。
【００８０】
ＡＴＭ６０の内部にイオン発生装置およびファン（いずれも不図示）が設けられており、
イオン発生装置から発生した両極性クラスタイオンがノズル６８を介して表示面に供給さ
れる構成を有している。表示装置６２はタッチパネル方式の入力装置を兼ねている。利用
者は、表示装置６２に表示された情報に応答するようにして、所望の情報を表示面に形成
されている入力装置から入力する。このＡＴＭ６０のように、多くの人が直接接触する装
置においては、衛生管理が望まれるが、従来は人手に頼っていた。しかしながら、本実施
形態のＡＴＭ６０は、両極性クラスタイオンの清浄化作用により、表示面すなわち入力装
置の表面が常に清浄に保たれる。
【００８１】
また、図１３に示すＡＴＭ６０’のように、装置の上部にイオン送風口６９を設け、そこ
から両極性クラスタイオンの流気（風）が上前面に噴出されるように構成していもよい。
流気がＡＴＭ６０’の使用者の顔に直接かかると、使用者は眼が乾くなどの不快感を得る
ため、意図的に使用者の頭上に両極性クラスタイオンが供給されるように流気を生成する
ことが好ましい。なお、頭上に両極性クラスタイオンが供給されても、十分な量の両極性
クラスタイオンを供給すれば、使用者の周辺に自然に降下し、使用者の周辺を効果的に清
浄化することができる。イオン送風口６９を設ける位置は図示の例に限られず、使用者の
頭上に効果的に両極性クラスタイオンを供給できる位置であればよい。
【００８２】
なお、イオン送風口６９から両極性クラスタイオンを効果的に噴出するために、更にファ
ンなどの流気発生装置を設けても良いし、大型の装置の場合等、必要に応じて、更にイオ
ン発生装置を設けても良い。また、イオン送風口６９から十分な量の両極性クラスタイオ
ンを表示パネル６２に供給できる場合等においては、ノズル６８を省略してもよい。
【００８３】
また、上述した種々の表示装置についても、その表示面にタッチパネル方式の入力装置を
設け、対話形式で情報をやり取りすることによって情報表示を行なうものが開発されてお
り、公共施設の案内表示等に既に用いられている。本発明は、そのような表示装置または
表示装置を備えた電子装置に好適に用いられる。
【００８４】
なお、イオン発生装置として、プラズマ放電を利用して空気中の水分子を電離することに
よって正負両極性のクラスタイオンを発生す装置を例示したが、コロナ放電を用いて酸素
分子を電離することによって酸素分子クラスタイオンを生成するイオン発生装置（例えば
日新ＥＭ社から販売されているサンクラスタ）のようなものを用いることができる。
【００８５】
上述のイオン発生装置による清浄化機能は、勿論、表示装置を有しない種々の電子装置に
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適用することもできる。例えば、ガラス窓や半透明な太陽電池パネルなどに正イオンおよ
び負イオンを供給する構成としてもよい。さらには、使用者が手で触れる、あるいは口を
近づけて音声で入力する装置、特に公共施設に設置される電子装置の入力装置に好適に用
いられる。イオン発生装置を設けることによって、電子装置の周辺の空気や入力装置の表
面を清浄化（殺菌や消臭など）することができる。
【００８６】
表示装置や電子装置に設けるイオン発生装置の位置や数は、特に制限は無く、用途に応じ
て適宜設定される。また、両極性クラスタイオンを供給する位置は、表示パネルおよび／
または使用者の頭上が好ましいが、種々の装置の使用形態に応じて適宜設定すればよい。
【００８７】
【発明の効果】
本発明によると、利用者の健康に配慮した機能（例えば、空気清浄機能や殺菌機能）を有
する表示装置および電子装置が提供される。
【００８８】
本発明による表示装置および電子装置は、表示面やその周辺を清浄に保つことができると
もに、表示面を除電する効果を有し得る。本発明による装置は、病院施設内などの衛生に
対するニーズの高い場所をはじめ、公共施設など多くの人が利用する場所や、オフィスや
家庭において快適な利用環境を提供することができるとともに、装置のメンテナンスを簡
略化することもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の表示装置１０を模式的に示す断面図である。
【図２】本発明の表示装置および電子装置に好適に用いられるイオン発生装置の構造を模
式的に示す図である。
【図３】（ａ）および（ｂ）は、イオン発生装置によって生成されたクラスタイオンの構
造を模式的に示す図である。
【図４】両極性クラスタイオンの細菌作用を説明するための模式図である。
【図５】両極性クラスタイオンによる浮遊菌を殺菌する効果を示すグラフである。
【図６】本発明の表示装置および電子装置に好適に用いられる他のイオン発生装置の構造
を模式的に示す図である。
【図７】本発明の表示装置および電子装置に好適に用いられる他のイオン発生装置の構造
を模式的に示す図である。
【図８】イオン発生装置による負イオンおよび正イオンの発生濃度の違いを説明するため
のグラフである。
【図９】（ａ）および（ｂ）は、本発明の実施形態の液晶表示装置を模式的に示す図であ
る。
【図１０】本発明の実施形態のパーソナルコンピュータを模式的に示す図である。
【図１１】本発明の実施形態の他のパーソナルコンピュータを模式的に示す図である。
【図１２】本発明の実施形態のＡＴＭを模式的に示す図である。
【図１３】本発明の実施形態の他のＡＴＭを模式的に示す図である。
【符号の説明】
１、２１　ガラス管
２、２３、２３ａ　接地電極
３、２２、２２ａ　印加電極
１２、４２、６２　表示パネル
１４，１４ａ、１４ｂ　イオン発生装置
１６　ファン
１８　ノズル
５９、６９　イオン送風口
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